
(57)【要約】

【課題】本発明の目的は、接続端子の高さを調節し、互

換性と使用便利性を向上させることができるコネクタを

提供することである。

【解決手段】本発明は、第一孔が設けられている基板と

、前記第一孔に挿入されて外部装置と連結する接続端子

と；連続部及び前記接続端子と対応するように底面が前

記連続部に固定され、上面には第一支持面と該第一支持

面に傾けられた第一斜面が設けられている第一楔部とを

備えるコントロールを含んでいる電気的に接続するため

のコネクタである。本発明においては、前記コントロー

ルを移動させると、前記第一斜面が接続端子に圧接され

て、接続端子が前記第一孔の軸方向へ移動し、前記第一

支持面と接続端子が圧接されて、接続端子が第一支持面

に支持される。

【選択図】図３

JP 2007-299743 A 2007.11.15



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 電 気 的 に 接 続 す る た め の コ ネ ク タ に お い て 、
　 第 一 孔 が 設 け ら れ て い る 基 板 と 、
　 前 記 第 一 孔 に 挿 入 さ れ て 外 部 装 置 と 連 結 す る 接 続 端 子 と 、
　 連 続 部 、 前 記 接 続 端 子 と 対 応 す る よ う に 底 面 が 前 記 連 続 部 に 固 定 さ れ 、 上 面 に は 第 一 支
持 面 と 該 第 一 支 持 面 に 対 し て 傾 斜 し た 第 一 斜 面 が 設 け ら れ て い る 第 一 楔 部 と を 備 え る コ ン
ト ロ ー ル を 含 み 、
　 前 記 コ ン ト ロ ー ル を 移 動 さ せ る と 、 前 記 第 一 斜 面 が 接 続 端 子 に 圧 接 さ れ て 、 接 続 端 子 が
前 記 第 一 孔 の 軸 方 向 へ 移 動 し ； 前 記 第 一 支 持 面 と 接 続 端 子 が 圧 接 さ れ て 、 接 続 端 子 が 第 一
支 持 面 に 支 持 さ れ る こ と を 特 徴 と す る コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 一 斜 面 は 弧 状 又 は 他 の 形 状 に 形 成 さ れ て 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に
記 載 の コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 コ ネ ク タ は 、 前 記 連 結 部 に 設 け ら れ た ガ イ ド 孔 に 挿 入 す る よ う に 前 記 基 板 に 固 定 さ
れ て 、 前 記 コ ン ト ロ ー ル が 長 手 方 向 に 沿 っ て 移 動 す る 範 囲 を 制 限 す る ガ イ ド 柱 を さ ら に 含
ん で い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 コ ン ト ロ ー ル は 、
　 前 記 連 結 部 の 一 端 に 設 け ら れ て 、 コ ン ト ロ ー ル の 移 動 を 制 御 す る 取 っ 手 を さ ら に 含 ん で
い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 コ ネ ク タ は 、 前 記 基 板 に 設 け ら れ た 第 二 孔 に 挿 入 さ れ て 、 外 部 装 置 を 装 着 す る 位 置
を 決 定 す る 位 置 決 定 柱 を さ ら に 含 み 、
　 前 記 コ ン ト ロ ー ル は 、 前 記 位 置 決 定 柱 と 対 応 す る よ う に 底 面 が 前 記 連 続 部 に 固 定 さ れ 、
且 つ 上 面 に は 前 記 位 置 決 定 柱 が 第 二 孔 の 軸 方 向 へ 移 動 さ せ る 第 二 斜 面 と 前 記 記 位 置 決 定 柱
を 支 持 す る 第 二 支 持 面 と が 設 け ら れ て い る 第 二 楔 部 を さ ら に 含 ん で い る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ に 記 載 の コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 連 続 部 の 下 端 に 第 一 受 動 部 が 設 け ら れ 、
　 前 記 第 一 受 動 部 に は 、 前 記 第 一 斜 面 と 相 対 し 、 こ の 第 一 斜 面 と の 圧 接 に よ っ て 前 記 連 続
部 を 移 動 さ せ る 第 一 ガ イ ド 面 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の コ ネ ク
タ 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 第 一 斜 面 は 弧 状 又 は 他 の 形 状 に 形 成 さ れ て 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に
記 載 の コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 第 一 受 動 部 は 、 前 記 第 一 ガ イ ド 面 と 一 定 な 角 度 を 形 成 す る よ う に 、 こ の 第 一 ガ イ ド
面 に 連 結 さ れ る 第 一 圧 接 面 を さ ら に 含 み 、
　 前 記 第 一 圧 接 面 は 、 前 記 第 一 支 持 面 に 圧 接 さ れ て 、 前 記 受 動 部 が 支 持 さ れ る よ う に す る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 基 板 と 第 一 受 動 部 と の 間 に 、 弾 性 力 に よ っ て 第 一 受 動 部 を 前 記 基 板 か ら 離 間 さ せ る
ス プ リ ン グ が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 外 部 装 置 が 載 置 さ れ る カ バ ー と 、 前 記 外 部 装 置 と 電 気 的 に 接 続 す る コ ネ ク タ と を 備 え る
電 子 装 置 に お い て 、 前 記 コ ネ ク タ は 、
　 第 一 孔 が 設 け ら れ て い る 基 板 と 、
　 前 記 第 一 孔 に 挿 入 さ れ て 外 部 装 置 と 連 結 す る 接 続 端 子 と 、
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　 連 続 部 、 前 記 接 続 端 子 と 対 応 す る よ う に 底 面 が 前 記 連 続 部 に 固 定 さ れ 、 上 面 に は 第 一 支
持 面 と こ の 第 一 支 持 面 に 傾 か れ る 第 一 斜 面 が 設 け ら れ て い る 第 一 楔 部 を 備 え る コ ン ト ロ ー
ル と を 含 み 、
　 前 記 コ ン ト ロ ー ル を 移 動 さ せ る と 、 前 記 第 一 斜 面 が 接 続 端 子 に 圧 接 さ れ て 、 接 続 端 子 が
前 記 第 一 孔 の 軸 方 向 へ 移 動 し ； 前 記 第 一 支 持 面 と 接 続 端 子 と が 圧 接 さ れ て 、 接 続 端 子 が 第
一 支 持 面 に 支 持 さ れ る こ と を 特 徴 と す る コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 連 続 部 の 下 端 に は 、 前 記 第 一 斜 面 と 相 対 す る 第 一 ガ イ ド 面 と 、 前 記 第 一 支 持 面 と 相
対 す る 第 一 圧 接 面 と を 備 え る 第 一 受 動 部 が 設 け ら れ 、 且 つ
　 前 記 第 一 斜 面 と 第 一 ガ イ ド 面 と の 圧 接 に よ っ て 前 記 接 続 端 子 を 移 動 さ せ 、
　 前 記 第 一 支 持 面 と 第 一 圧 接 面 と の 圧 接 に よ っ て 前 記 接 続 端 子 を 支 持 す る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 電 子 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 基 板 と 第 一 受 動 部 と の 間 に 、 弾 性 力 に よ っ て 第 一 受 動 部 を 前 記 基 板 か ら 離 間 さ せ る
ス プ リ ン グ が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ に 記 載 の 電 子 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 コ ネ ク タ は 、 前 記 連 結 部 に 設 け る ガ イ ド 孔 に 挿 入 す る よ う に 前 記 基 板 に 固 定 さ れ 、
且 つ 前 記 コ ン ト ロ ー ル が 長 手 方 向 に 沿 っ て 移 動 す る 範 囲 を 制 限 す る ガ イ ド 柱 を さ ら に 含 ん
で い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 電 子 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 コ ネ ク タ と 該 コ ネ ク タ を 用 い た 電 子 装 置 と に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 電 子 技 術 の 発 展 に 伴 っ て 、 い か な る 場 所 で も 随 時 使 用 で き る よ う に す る た め に 、 大 衆 消
費 電 子 装 置 は 小 型 化 の 方 向 へ 発 展 し て い る 。 こ れ に よ り 、 使 用 者 が 便 利 に 携 帯 す る こ と が
で き る よ う に な る 。 こ こ で 、 前 記 大 衆 消 費 電 子 装 置 と は 、 ノ ー ト パ ソ コ ン 、 携 帯 式 プ レ ー
ヤ ー 、 携 帯 式 ゲ ー ム 等 を 指 す 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ノ ー ト パ ソ コ ン を デ ス ク ト ッ プ パ ソ コ ン に 比 べ る と 、 前 者 は 厚 さ が 薄 く 、 体 積 が 小 さ い
と い う 特 徴 が あ る の で 、 前 者 は そ の 携 帯 性 に お い て 後 者 よ り も は る か に 優 れ て い る 。 し か
し 、 ノ ー ト パ ソ コ ン は 、 そ の サ イ ズ が 小 さ い の で 、 拡 張 用 ス ロ ッ ト や 拡 張 用 コ ネ ク タ が 比
較 的 少 な い 。 こ の 問 題 を 解 決 す る た め に 、 パ ソ コ ン メ ー カ は 、 ノ ー ト パ ソ コ ン の 機 能 を 拡
張 す る ド ッ キ ン グ ス テ ー シ ョ ン （ Docking Station） を 開 発 し た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 前 記 ド ッ キ ン グ ス テ ー シ ョ ン は 、 そ の 上 に ノ ー ト パ ソ コ ン を 搭 載 し て 該 ノ ー ト パ ソ コ ン
の 機 能 を 拡 張 す る 機 能 拡 張 ユ ニ ッ ト で あ る 。 こ の ド ッ キ ン グ ス テ ー シ ョ ン に は 、 外 部 装 置
と 連 結 す る 複 数 の 拡 張 用 ス ロ ッ ト が 配 置 さ れ て い る の で 、 ノ ー ト パ ソ コ ン に 拡 張 用 ス ロ ッ
ト 或 い は 拡 張 用 コ ネ ク タ が 比 較 的 少 な い と い う 問 題 を 解 決 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 フ
ロ ッ ピ ー （ 登 録 商 標 ） ド ラ イ ブ 、 Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ ド ラ イ ブ 、 ハ ー ド デ ィ ス ク や プ リ ン タ な ど
の 接 続 端 子 又 は 拡 張 ス ロ ッ ト を 備 え 、 さ ら に ノ ー ト パ ソ コ ン と 組 み 合 わ せ る こ と に よ っ て
デ ス ク ト ッ プ パ ソ コ ン 並 み の 機 能 及 び 拡 張 性 を 実 現 す る こ と が で き る 。 ま た 、 ノ ー ト パ ソ
コ ン 本 体 を 薄 く 軽 量 に す る こ と が で き る の で 、 機 動 性 及 び 機 能 性 を 両 立 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し 、 不 同 な 消 費 者 や 、 不 同 な ブ ラ ン ド や 、 不 同 な 仕 様 に 従 っ て ノ ー ト パ ソ コ ン に 使
用 す る ド ッ キ ン グ ス テ ー シ ョ ン が 互 い に 不 同 に な る 。 不 同 な ノ ー ト パ ソ コ ン に 設 け た コ ネ
ク タ の 高 さ が 互 い に 不 同 で あ る 。 従 来 の ド ッ キ ン グ ス テ ー シ ョ ン に 設 け た コ ネ ク タ の 高 さ
が 固 定 さ れ て い る か ら 、 仕 様 が 不 同 な ノ ー ト パ ソ コ ン に 自 由 に 使 用 す る こ と が で き な い 。
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即 ち 、 仕 様 が 不 同 な ノ ー ト パ ソ コ ン を 買 う と 、 こ の ノ ー ト パ ソ コ ン に 適 用 す る ド ッ キ ン グ
ス テ ー シ ョ ン を 準 備 し な け れ ば な ら な い 。 だ か ら ド ッ キ ン グ ス テ ー シ ョ ン の 互 換 性 と 使 用
便 利 性 が 悪 く な る 問 題 が あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 以 上 の 問 題 点 に 鑑 み て 、 本 発 明 は 接 続 端 子 の 高 さ を 調 節 し 、 互 換 性 と 使 用 便 利 性 を 向 上
す る こ と が で き る コ ネ ク タ を 提 供 す る の を 目 的 と す る 。 本 発 明 の 他 の 課 題 は 、 こ の コ ネ ク
タ を 使 用 し た 電 子 装 置 を 提 供 す る の を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 電 気 的 に 接 続 す る た め の コ ネ ク タ に お い て 、 第 一 孔 が 設 け ら れ て い る 基 板 と ； 前 記 第 一
孔 に 挿 入 さ れ て 外 部 装 置 と 連 結 す る 接 続 端 子 と ； 連 続 部 、 前 記 接 続 端 子 と 対 応 す る よ う に
底 面 が 前 記 連 続 部 に 固 定 さ れ 、 上 面 に は 第 一 支 持 面 と こ の 第 一 支 持 面 に 傾 か れ る 第 一 斜 面
が 設 け ら れ て い る 第 一 楔 部 を 備 え る コ ン ト ロ ー ル を 含 み ； 前 記 コ ン ト ロ ー ル を 移 動 す る と
、 前 記 第 一 斜 面 が 接 続 端 子 に 圧 接 さ れ て 、 接 続 端 子 が 前 記 第 一 孔 の 軸 方 向 へ 移 動 し ； 前 記
第 一 支 持 面 と 接 続 端 子 が 圧 接 さ れ て 、 接 続 端 子 が 第 一 支 持 面 に 支 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 外 部 装 置 を 乗 ら せ る カ バ ー と 、 前 記 外 部 装 置 と 電 気 連 結 す る コ ネ ク タ を 備 え る 電 子 装 置
に お い て 、 前 記 コ ネ ク タ は 、 第 一 孔 が 設 け ら れ て い る 基 板 と ； 前 記 第 一 孔 に 挿 入 さ れ て 外
部 装 置 と 連 結 す る 接 続 端 子 と ； 連 続 部 、 前 記 接 続 端 子 と 対 応 す る よ う に 底 面 が 前 記 連 続 部
に 固 定 さ れ 、 上 面 に は 第 一 支 持 面 と こ の 第 一 支 持 面 に 傾 か れ る 第 一 斜 面 が 設 け ら れ て い る
第 一 楔 部 を 備 え る コ ン ト ロ ー ル を 含 み ； 前 記 コ ン ト ロ ー ル を 移 動 す る と 、 前 記 第 一 斜 面 が
接 続 端 子 に 圧 接 さ れ て 、 接 続 端 子 が 前 記 第 一 孔 の 軸 方 向 へ 移 動 し ； 前 記 第 一 支 持 面 と 接 続
端 子 が 圧 接 さ れ て 、 接 続 端 子 が 第 一 支 持 面 に 支 持 さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 前 記 コ ネ ク タ で 、 前 記 コ ン ト ロ ー ル を 調 節 す る と 、 前 記 接 続 端 子 が 第 一 孔 の 軸 方 向 へ 移
動 す る こ と が で き る 。 即 ち 、 前 記 接 続 端 子 の 高 さ を 調 節 し て 、 こ の コ ネ ク タ が 不 同 な 高 さ
の あ る 外 部 装 置 に 適 用 す る よ う に す る 。 だ か ら 、 前 記 コ ネ ク タ の 互 換 性 と 使 用 便 利 性 を 向
上 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 述 し た よ う に 、 前 記 電 子 装 置 は 接 続 端 子 の 高 さ を 調 節 す る こ と が で き る コ ネ ク タ を 用
い た か ら 、 こ の 電 子 装 置 を 不 同 な 高 さ の あ る 外 部 装 置 に 適 用 す る こ と が で き る 。 即 ち 、 こ
の 電 子 装 置 の 互 換 性 と 使 用 便 利 性 を 向 上 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 に 、 図 面 に 基 づ い て 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る コ ネ ク タ を 詳 細 に 説 明 す る
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 第 一 実 施 形 態 に 係 る コ ネ ク タ １ ４ の 立 体 図 で あ る 。 図 ２ は 、 図 １ に 示
し た コ ネ ク タ １ ４ の 立 体 図 で あ る 。 図 １ 及 び 図 ２ を 参 照 す る と 、 コ ネ ク タ １ ４ は 、 基 板 １
１ ０ 、 接 続 端 子 １ ２ ０ 、 位 置 決 定 柱 １ ３ ０ 、 第 一 受 動 部 １ ４ ０ 、 第 二 受 動 部 １ ６ ０ 、 第 一
ス プ リ ン グ １ ７ ０ 、 第 二 ス プ リ ン グ １ ８ ０ 及 び コ ン ト ロ ー ル ２ ０ ０ を 含 ん で い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 基 板 １ １ ０ は 、 前 記 コ ネ ク タ １ ４ に 載 置 さ れ る 外 部 装 置 を 支 持 し て い る 。 こ の 基 板 １ １
０ に は 、 第 一 孔 １ １ ２ 、 第 二 孔 １ １ ４ 及 び 二 つ の 柱 体 １ １ ６ （ 図 ３ 参 照 ） が 設 け ら れ て い
る 。 前 記 二 つ の 柱 体 １ １ ６ は 、 そ れ ぞ れ 第 一 孔 １ １ ２ の 両 側 に 設 け ら れ て い る 。 接 続 端 子
１ ２ ０ は 、 第 一 孔 １ １ ２ の 軸 方 向 へ 移 動 可 能 に 、 第 一 孔 １ １ ２ に 挿 入 さ れ て い る 。 こ の 接
続 端 子 １ ２ ０ は 、 基 板 １ １ ０ に 載 置 さ れ る 外 部 装 置 と 電 気 的 に 接 続 し て い る 。 位 置 決 定 柱
１ ３ ０ は 、 第 二 孔 １ １ ４ の 軸 方 向 へ 移 動 可 能 に 、 第 二 孔 １ １ ４ に 挿 入 さ れ て い る 。 位 置 決
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定 柱 １ ３ ０ に よ っ て 、 基 板 １ １ ０ に 載 置 さ れ る 外 部 装 置 は 正 確 な 位 置 に 位 置 決 め さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 第 一 受 動 部 １ ４ ０ の 上 面 は 、 接 続 端 子 １ ２ ０ の 下 端 に 一 体 に 連 結 さ れ て い る 。 こ の 第 一
受 動 部 １ ４ ０ の 底 面 に は 、 第 一 圧 接 面 １ ４ ２ と 第 一 ガ イ ド 面 １ ４ ４ が 設 け ら れ て い る 。 第
一 ガ イ ド 面 １ ４ ４ は 、 第 一 圧 接 面 １ ４ ２ に 対 し て 傾 斜 し て い る 。 第 二 受 動 部 １ ６ ０ の 上 面
は 、 位 置 決 定 柱 １ ３ ０ の 下 端 に 一 体 に 連 結 さ れ て い る 。 こ の 第 二 受 動 部 １ ６ ０ の 底 面 に は
、 第 二 圧 接 面 １ ６ ２ と 第 二 ガ イ ド 面 １ ６ ４ が 設 け ら れ て い る 。 第 二 ガ イ ド 面 １ ６ ４ は 、 第
二 圧 接 面 １ ６ ２ 対 し て 傾 斜 し て お り 、 第 一 ガ イ ド 面 １ ４ ４ の 傾 斜 方 向 と 同 一 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 第 一 ス プ リ ン グ １ ７ ０ は 、 基 板 １ １ ０ と 第 一 受 動 部 １ ４ ０ と の 間 で 柱 体 １ １ ６ に 装 着 さ
れ て い る 。 第 二 ス プ リ ン グ １ ８ ０ は 、 基 板 １ １ ０ と 第 二 受 動 部 １ ６ ０ と の 間 で 位 置 決 定 柱
１ ３ ０ に 装 着 さ れ て い る 。 第 一 ス プ リ ン グ １ ７ ０ 及 び 第 二 ス プ リ ン グ １ ８ ０ は 、 第 一 受 動
部 １ ４ ０ 及 び 第 二 受 動 部 １ ６ ０ に 基 板 １ １ ０ か ら 離 隔 さ れ る よ う に 弾 性 力 を 作 用 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 コ ン ト ロ ー ル ２ ０ ０ は 、 連 結 部 ２ ２ ０ 、 第 一 楔 部 ２ ４ ０ 、 第 二 楔 部 ２ ６ ０ 及 び 取 っ 手 ２
８ ０ を 含 ん で い る 。 第 一 楔 部 ２ ４ ０ の 底 面 は 、 こ の 第 一 楔 部 ２ ４ ０ が 第 一 受 動 部 １ ４ ０ に
対 応 す る よ う に 、 連 結 部 ２ ２ ０ の 上 に 固 定 さ れ て い る 。 第 一 楔 部 ２ ４ ０ の 上 面 に は 、 第 一
圧 接 面 １ ４ ２ に 対 応 さ れ る 第 一 支 持 面 ２ ４ ２ と 、 第 一 ガ イ ド 面 １ ４ ４ に 対 応 さ れ る 第 一 斜
面 ２ ４ ４ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 第 二 楔 部 ２ ６ ０ の 底 面 は 、 こ の 第 二 楔 部 ２ ６ ０ が 第 二 受 動 部 １ ６ ０ に 対 応 す る よ う に 、
連 結 部 ２ ２ ０ の 上 に 固 定 さ れ て い る 。 第 二 楔 部 ２ ６ ０ の 上 面 に は 、 第 二 圧 接 面 １ ６ ２ に 対
応 す る 第 二 支 持 面 ２ ６ ２ 、 及 び 第 二 ガ イ ド 面 １ ６ ４ に 対 応 す る 第 二 斜 面 ２ ６ ４ が 設 け ら れ
て い る 。 こ こ で 、 第 一 斜 面 ２ ４ ４ は 、 第 一 支 持 面 ２ ４ ２ に 対 し て 傾 斜 し て 形 成 さ れ た 斜 面
で あ る 。 ま た 、 第 二 斜 面 ２ ６ ４ は 、 第 二 支 持 面 ２ ６ ２ に 対 し て 傾 斜 し て 形 成 さ れ た 斜 面 で
あ る 。 第 一 斜 面 ２ ４ ４ 及 び 第 二 斜 面 ２ ６ ４ の 傾 斜 方 向 は 同 一 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 取 っ 手 ２ ８ ０ は 、 連 結 部 ２ ２ ０ の 一 端 に “ Ｌ ” 字 状 に 形 成 さ れ 、 外 部 の 推 力 及 び 引 張 力
を 受 け る 。 取 っ 手 ２ ８ ０ が 外 部 の 推 力 又 は 引 張 力 を 受 け て 移 動 す る 際 に 、 第 一 楔 部 ２ ４ ０
及 び 第 二 楔 部 ２ ６ ０ が 取 っ 手 ２ ８ ０ に 連 動 し て 、 連 結 部 ２ ２ ０ の 長 手 方 向 へ 移 動 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ３ ～ 図 ５ は 、 コ ン ト ロ ー ル ２ ０ ０ が そ れ ぞ れ 第 一 位 置 、 第 二 位 置 、 及 び 第 三 位 置 に 位
置 し て い る 場 合 の 、 Ｉ Ｉ Ｉ － Ｉ Ｉ Ｉ 線 に 沿 っ た 図 １ の 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 コ ン ト ロ ー ル ２ ０ ０ が 第 一 位 置 に 位 置 し て い る 場 合 、 第 一 受 動 部 １
４ ０ の 第 一 圧 接 面 １ ４ ２ 及 び 第 二 受 動 部 １ ６ ０ の 第 二 圧 接 面 １ ６ ２ が 、 連 結 部 ２ ２ ０ の 上
面 に 圧 接 さ れ る 。 こ の 場 合 、 接 続 端 子 １ ２ ０ 及 び 位 置 決 定 柱 １ ３ ０ は 基 板 １ １ ０ に 対 し て
最 低 位 置 に 位 置 し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 コ ン ト ロ ー ル ２ ０ ０ が 第 二 位 置 に 位 置 し て い る 場 合 、 第 一 受 動 部 １
４ ０ の 第 一 ガ イ ド 面 １ ４ ４ が 第 一 楔 部 ２ ４ ０ の 第 一 斜 面 ２ ４ ４ に 圧 接 さ れ 、 第 二 受 動 部 １
６ ０ の 第 二 ガ イ ド 面 １ ６ ４ が 第 二 楔 部 ２ ６ ０ の 第 二 斜 面 ２ ６ ４ に 圧 接 さ れ る 。 さ ら に 、 第
一 受 動 部 １ ４ ０ の 第 一 圧 接 面 １ ４ ２ 及 び 第 二 受 動 部 １ ６ ０ の 第 二 圧 接 面 １ ６ ２ は 、 連 結 部
２ ２ ０ の 上 面 と 離 間 し て い る 。 こ の 場 合 、 接 続 端 子 １ ２ ０ と 位 置 決 定 柱 １ ３ ０ は 基 板 １ １
０ に 対 し て 中 間 位 置 に 位 置 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ５ に 示 す よ う に 、 コ ン ト ロ ー ル ２ ０ ０ が 第 三 位 置 に 位 置 し て い る 場 合 、 第 一 受 動 部 １
４ ０ の 第 一 圧 接 面 １ ４ ２ が 第 一 楔 部 ２ ４ ０ の 第 一 支 持 面 ２ ４ ２ に 圧 接 さ れ 、 第 二 受 動 部 １
６ ０ の 第 二 圧 接 面 １ ６ ２ が 第 二 楔 部 ２ ６ ０ の 第 二 支 持 面 ２ ６ ２ に 圧 接 さ れ る 。 こ の 場 合 、
接 続 端 子 １ ２ ０ 及 び 位 置 決 定 柱 １ ３ ０ は 基 板 １ １ ０ に 対 し て 最 高 位 置 に 位 置 し て い る 。
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【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ３ 及 び 図 ４ を 参 照 す る と 、 コ ン ト ロ ー ル ２ ０ ０ が 第 一 位 置 に 位 置 し て い る 場 合 に 、 矢
印 ２ ２ ２ の 方 向 の 引 張 力 を 取 っ 手 ２ ８ ０ に 加 え て 、 こ の コ ン ト ロ ー ル ２ ０ ０ が 第 一 位 置 か
ら 第 二 位 置 へ 移 動 さ れ る 。 こ の 場 合 に は 、 第 一 受 動 部 １ ４ ０ の 第 一 ガ イ ド 面 １ ４ ４ が 第 一
楔 部 ２ ４ ０ の 第 一 斜 面 ２ ４ ４ に 圧 接 さ れ る の で 、 こ の 第 一 受 動 部 １ ４ ０ は 第 一 楔 部 ２ ４ ０
か ら 作 用 力 Ｆ を 受 け る 。 こ の 作 用 力 Ｆ は 、 第 一 ガ イ ド 面 １ ４ ４ に 対 し て 垂 直 で あ り 、 且 つ
第 一 ガ イ ド 面 １ ４ ４ に 対 し て 作 用 す る 。 こ の 作 用 力 Ｆ は 、 力 学 に よ っ て 、 矢 印 ２ ２ ２ に 対
し て 垂 直 且 つ 基 板 １ １ ０ に 対 し て 垂 直 な 分 力 Ｆ １ と 、 矢 印 ２ ２ ２ に 平 行 な 分 力 Ｆ ２ に 分 解
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 第 一 受 動 部 １ ４ ０ は 、 作 用 力 Ｆ に よ っ て 分 力 Ｆ １ 或 い は 分 力 Ｆ ２ の 方 向 へ す べ て 移 動 す
る こ と が で き る 。 し か し な が ら 、 接 続 端 子 １ ２ ０ は 基 板 １ １ ０ の 第 一 孔 １ １ ２ に 挿 入 さ れ
て い る の で 、 第 一 孔 １ １ ２ の 軸 方 向 （ 分 力 Ｆ １ の 方 向 又 は 基 板 １ １ ０ に 対 し て 垂 直 な 方 向
） 以 外 に は 移 動 す る こ と が で き な い 。 す な わ ち 、 接 続 端 子 １ ２ ０ は 、 分 力 Ｆ １ の 方 向 へ の
み 移 動 可 能 で あ り 、 分 力 Ｆ ２ の 方 向 へ は 移 動 不 可 能 で あ る 。 第 一 受 動 部 １ ４ ０ に 作 用 力 Ｆ
を 加 え 続 け る と 、 接 続 端 子 １ ２ ０ は 最 低 位 置 か ら 中 間 位 置 へ 移 動 す る 。 第 二 楔 部 ２ ６ ０ 、
第 二 受 動 部 １ ６ ０ 及 び 位 置 決 定 柱 １ ３ ０ は 、 第 一 楔 部 ２ ４ ０ 、 第 一 受 動 部 １ ４ ０ 及 び 接 続
端 子 １ ２ ０ と 同 様 の 動 作 を す る の で 、 こ こ で は 説 明 し な い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 接 続 端 子 １ ２ ０ 及 び 位 置 決 定 柱 １ ３ ０ が 、 最 低 位 置 か ら 中 間 位 置 へ 移 動 す る 際 に 、 第 一
ス プ リ ン グ １ ７ ０ は 基 盤 １ １ ０ と 第 一 受 動 部 １ ４ ０ と の 間 で 圧 縮 さ れ 、 第 二 ス プ リ ン グ １
８ ０ は 基 盤 １ １ ０ と 第 二 受 動 部 １ ６ ０ と の 間 で 圧 縮 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ４ 及 び 図 ５ を 参 照 す る と 、 コ ン ト ロ ー ル ２ ０ ０ が 第 二 位 置 に 位 置 し て い る 場 合 に 、 矢
印 ２ ２ ２ の 方 向 の 引 張 力 を 取 っ 手 ２ ８ ０ に 作 用 し 続 け る と 、 コ ン ト ロ ー ル ２ ０ ０ が 第 二 位
置 か ら 第 三 位 置 へ 移 動 す る 。 こ の 場 合 に は 、 第 一 受 動 部 １ ４ ０ の 第 一 圧 接 面 １ ４ ２ が 第 一
楔 部 ２ ４ ０ の 第 一 支 持 面 ２ ４ ２ に 圧 接 さ れ る の で 、 接 続 端 子 １ ２ ０ は 第 一 受 動 部 １ ４ ０ に
よ っ て 基 板 １ １ ０ に 対 し て 最 高 位 置 に 到 達 し 、 こ れ 以 上 は 移 動 さ せ る こ と が で き な い 。 同
時 に 、 第 二 受 動 部 １ ６ ０ の 第 二 圧 接 面 １ ６ ２ が 第 二 楔 部 ２ ６ ０ の 第 二 支 持 面 ２ ６ ２ に 圧 接
さ れ る の で 、 位 置 決 定 柱 １ ３ ０ は 第 二 受 動 部 １ ６ ０ に よ っ て 基 板 １ １ ０ に 対 し て 最 高 位 置
に 到 達 し 、 こ れ 以 上 は 移 動 さ せ る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 接 続 端 子 １ ２ ０ 及 び 位 置 決 定 柱 １ ３ ０ が 中 間 位 置 か ら 最 高 位 置 へ 移 動 す る 場 合 に は 、 第
一 ス プ リ ン グ １ ７ ０ が 基 盤 １ １ ０ と 第 一 受 動 部 １ ４ ０ と に よ っ て さ ら に 圧 縮 さ れ 、 第 二 ス
プ リ ン グ １ ８ ０ は 基 盤 １ １ ０ と 第 二 受 動 部 １ ６ ０ と に よ っ て さ ら に 圧 縮 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ３ 及 び 図 ４ に 示 す よ う に 、 コ ン ト ロ ー ル ２ ０ ０ が 第 三 位 置 に 位 置 し て い る 場 合 に は 、
こ の 取 っ 手 ２ ８ ０ に 矢 印 ４ ４ ４ の 方 向 の 推 力 を 加 え る と 、 コ ン ト ロ ー ル ２ ０ ０ が 第 三 位 置
か ら 第 二 位 置 へ 移 動 す る 。 こ の 場 合 に は 、 接 続 端 子 １ ２ ０ は 、 重 力 及 び 第 一 ス プ リ ン グ １
７ の 弾 性 力 に よ っ て 、 基 板 １ １ ０ に 対 し て 最 高 位 置 か ら 中 間 位 置 へ 戻 る 。 位 置 決 定 柱 １ ３
０ も 、 重 力 及 び 第 二 ス プ リ ン グ １ ８ ０ の 弾 性 力 に よ っ て 、 基 板 １ １ ０ に 対 し て 最 高 位 置 か
ら 中 間 位 置 へ 戻 る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 矢 印 ４ ４ ４ の 方 向 の 推 力 を コ ン ト ロ ー ル ２ ０ ０ の 取 っ 手 ２ ８ ０ に 作 用 し 続 け る と 、 コ ン
ト ロ ー ル ２ ０ ０ は 第 二 位 置 か ら 第 一 位 置 へ 移 動 す る 。 こ の 場 合 に は 、 接 続 端 子 １ ２ ０ は 、
重 力 及 び 第 一 ス プ リ ン グ １ ７ ０ の 弾 性 力 に よ っ て 、 基 板 １ １ ０ に 対 し て 中 間 位 置 か ら 最 低
位 置 へ 戻 る 。 位 置 決 定 柱 １ ３ ０ も 、 重 力 及 び 第 二 ス プ リ ン グ １ ８ ０ の 弾 性 力 に よ っ て 、 基
板 １ １ ０ に 対 し て 中 間 位 置 か ら 最 低 位 置 へ 戻 る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 コ ン ト ロ ー ル ２ ０ ０ は 、 上 述 し た よ う に コ ネ ク タ １ ４ の 接 続 端 子 １ ２ ０ の 高 さ を 調 節 す
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る の で 、 こ の コ ネ ク タ １ ４ は 一 定 の 高 さ を 有 す る 外 部 装 置 に 適 用 可 能 と な る 。 す な わ ち 、
コ ネ ク タ １ ４ の 互 換 性 と 使 用 便 利 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 位 置 決 定 柱 １ ３ ０
が 接 続 端 子 １ ２ ０ と 共 に 移 動 す る の で 、 外 部 装 置 を 互 い に 連 結 （ 装 着 ） す る こ と を 防 止 す
る こ と が で き る 。 第 一 ス プ リ ン グ １ ７ ０ 及 び 第 二 ス プ リ ン グ １ ８ ０ は 、 接 続 端 子 １ ２ ０ 及
び 位 置 決 定 柱 １ ３ ０ が 最 低 位 置 ま で 確 実 に 戻 る よ う に し 、 且 つ 接 続 端 子 １ ２ ０ 及 び 位 置 決
定 柱 １ ３ ０ が 最 低 位 置 と 最 高 位 置 の 間 で 自 由 に 移 動 す る こ と を 防 止 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 コ ネ ク タ １ ４ に お い て 、 第 一 ガ イ ド 面 １ ４ ４ 、 第 二 ガ イ ド 面 １ ６ ４ 、 第 一 斜 面 ２ ４ ４ 及
び 第 二 斜 面 ２ ６ ４ を 斜 面 と し て 設 け た が 、 弧 状 又 は 他 の 形 状 に 設 け て も よ い 。 さ ら に 、 第
一 ガ イ ド 面 １ ４ ４ 、 第 二 ガ イ ド 面 １ ６ ４ 、 第 一 斜 面 ２ ４ ４ 及 び 第 二 斜 面 ２ ６ ４ を 互 い に 異
な る 形 状 に 設 け て も よ い 。 例 え ば 、 第 一 ガ イ ド 面 １ ４ ４ 及 び 第 二 ガ イ ド 面 １ ６ ４ を 斜 面 と
し て 設 け 、 第 一 斜 面 ２ ４ ４ 及 び 第 二 斜 面 ２ ６ ４ を 弧 状 と し て 設 け る こ と が で き る 。 ま た 、
前 者 を 弧 状 と し て 設 け 、 後 者 を 斜 面 と し て 設 け る こ と も で き る 。 さ ら に 、 第 一 ガ イ ド 面 １
４ ４ を 弧 状 と し て 設 け 、 第 二 ガ イ ド 面 １ ６ ４ を 斜 面 と し て 設 け る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 第 一 実 施 形 態 で は 、 第 一 圧 接 部 １ ４ ２ 及 び 第 一 ガ イ ド 面 １ ４ ４ を 第 一 受 動 部 １ ４ ０ に 設
け た が 、 第 一 圧 接 部 １ ４ ２ 及 び 第 一 ガ イ ド 面 １ ４ ４ に 相 当 す る 部 分 を 接 続 端 子 １ ２ ０ に 設
け て も 、 同 様 な ガ イ ド 効 果 を 得 る こ と が で き る 。 第 二 圧 接 部 １ ６ ２ 及 び 第 二 ガ イ ド 面 １ ６
４ に 相 当 す る 部 分 を 位 置 決 定 柱 １ ３ ０ に 設 け て も よ い 。 取 っ 手 ２ ８ ０ も 推 力 及 び 引 張 力 を
作 用 さ せ 易 い 他 の 形 状 に 設 け て も よ い 。 必 要 に 応 じ て 、 接 続 端 子 １ ２ ０ 及 び 位 置 決 定 柱 １
３ ０ を さ ら に 設 け て も よ い 。 ま た 、 コ ン ト ロ ー ル ２ ０ ０ 、 す な わ ち 連 結 部 ２ ２ ０ 、 第 一 楔
部 ２ ４ ０ 、 第 二 楔 部 ２ ６ ０ を 一 体 に 形 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ６ は 、 本 発 明 の 第 二 実 施 形 態 に 係 る コ ネ ク タ の コ ン ト ロ ー ル を 示 す 斜 視 分 解 図 で あ る
。 こ の コ ン ト ロ ー ル ４ ０ ０ は 、 連 結 部 ４ ２ ０ 、 第 一 楔 部 ４ ４ ０ 、 第 二 楔 部 ４ ６ ０ 及 び 取 っ
手 ４ ８ ０ を 含 ん で い る 。 こ の 第 一 楔 部 ４ ４ ０ 及 び 第 二 楔 部 ４ ６ ０ は 、 上 述 し た 第 一 楔 部 ２
４ ０ 及 び 第 二 楔 部 ２ ６ ０ と 同 様 で あ る の で 、 説 明 を 省 略 す る 。 取 っ 手 ４ ８ ０ は 、 連 結 部 ４
２ ０ の 片 側 、 す な わ ち 第 一 楔 部 ４ ４ ０ 及 び 第 二 楔 部 ４ ６ ０ が 設 け ら れ な い 側 に 延 在 し て 形
成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 連 結 部 ４ ２ ０ の 両 端 に は 、 連 結 部 ４ ２ ０ の 長 さ の 方 向 と 平 行 す る 二 つ の ガ イ ド 孔 ４ ２ ２
が そ れ ぞ れ 設 け ら れ て い る 。 こ の ガ イ ド 孔 ４ ２ ２ に よ っ て 、 連 結 部 ４ ２ ０ は ガ イ ド 孔 ４ ２
２ の 長 手 方 向 に 沿 っ て 移 動 可 能 と さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 コ ネ ク タ １ ４ は 、 ガ イ ド 孔 ４ ２ ２ に 挿 入 す る よ う に 基 板 １ １ ０ に 固 定 さ れ た 二 つ の ガ イ
ド 柱 １ ９ ０ を さ ら に 含 ん で い る 。 こ の 二 つ の ガ イ ド 柱 １ ９ ０ は 、 そ れ ぞ れ 二 つ の ガ イ ド 孔
４ ２ ２ に 挿 入 さ れ 、 コ ン ト ロ ー ル ４ ０ ０ が 長 手 方 向 に 沿 っ て 移 動 す る 範 囲 を 制 限 し て い る
。 ガ イ ド 柱 １ ９ ０ は 、 螺 合 に よ っ て 基 板 １ １ ０ に 固 定 す る こ と が で き る 。 一 の ガ イ ド 孔 ４
２ ２ 、 及 び 対 応 す る 一 の ガ イ ド 柱 １ ９ ０ で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ガ イ ド 柱 １ ９ ０ が ガ イ ド 孔 ４ ２ ２ に 挿 入 さ れ 、 コ ン ト ロ ー ル ４ ０ ０ が 長 手 方 向 に 沿 っ て
移 動 可 能 と な る 。 す な わ ち 、 コ ン ト ロ ー ル ４ ０ ０ は 、 長 手 方 向 に 沿 っ て 移 動 す る の み で あ
り 、 長 手 方 向 に 対 し て 垂 直 な 方 向 に 沿 っ て 移 動 す る こ と は で き な い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ７ は 、 図 １ に 示 し た コ ネ ク タ １ ４ を 電 子 装 置 １ ０ に 使 用 し た 状 態 を 示 す 立 体 図 で あ る
。 こ の 電 子 装 置 １ ０ は 、 カ バ ー １ ２ と コ ネ ク タ １ ４ を 含 ん で い る 。 こ の カ バ ー １ ２ の 上 に
外 部 装 置 ３ ０ が 配 置 さ れ る 。 こ の 外 部 装 置 ３ ０ は 、 ベ ー ス ３ ２ ０ 、 ス ロ ッ ト ３ ２ ２ 及 び 位
置 決 定 孔 ３ ２ ４ を 含 ん で い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 外 部 装 置 ３ ０ を 電 子 装 置 １ ０ の 上 に 載 置 す る と 、 外 部 装 置 ３ ０ の ベ ー ス ３ ２ ０ と 電 子 装
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置 １ ０ の カ バ ー １ ２ と が 接 続 さ れ る 。 従 っ て 、 コ ネ ク タ １ ４ の 接 続 端 子 １ ２ ０ が 外 部 装 置
３ ０ の ス ロ ッ ト ３ ２ ２ に 電 気 的 に 接 続 さ れ る の で 、 外 部 装 置 ３ ０ 及 び 電 子 装 置 １ ０ は 互 い
に デ ー タ を 伝 送 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 電 子 装 置 １ ０ の 位 置 決 定 柱 １ ３ ０ が 外 部 装 置
３ ０ の 位 置 決 定 孔 ３ ２ ４ に 装 着 さ れ る の で 、 外 部 装 置 ３ ０ と 電 子 装 置 １ ０ と の 連 結 が 正 確
且 つ 確 実 に 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 電 子 装 置 １ ０ は 、 接 続 端 子 １ ２ ０ 及 び 位 置 決 定 柱 １ ３ ０ の 高 さ を 調 節 で き る コ ネ ク タ １
４ を 用 い た 。 電 子 装 置 １ ０ の 接 続 端 子 １ ２ ０ 及 び 位 置 決 定 柱 １ ３ ０ が 、 外 部 装 置 ３ ０ の ス
ロ ッ ト ３ ２ ２ 及 び 位 置 決 定 孔 ３ ２ ４ に 挿 入 さ れ な い 場 合 に は 、 コ ネ ク タ １ ４ の コ ン ト ロ ー
ル ２ ０ ０ を 調 節 す る こ と に よ っ て 、 コ ネ ク タ １ ４ の 接 続 端 子 １ ２ ０ 及 び 位 置 決 定 柱 １ ３ ０
が 外 部 装 置 ３ ０ の ス ロ ッ ト ３ ２ ２ 及 び 位 置 決 定 孔 ３ ２ ４ に 挿 入 さ れ る よ う に す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 す な わ ち 、 コ ン ト ロ ー ル ２ ０ ０ の 取 っ 手 ２ ０ ８ に 推 力 又 は 引 張 力 を 加 え て 、 コ ネ ク タ １
４ の 接 続 端 子 １ ２ ０ 及 び 位 置 決 定 柱 １ ３ ０ の 高 さ を 調 節 す る 。 そ し て 、 電 子 装 置 １ ０ を ス
ロ ッ ト ３ ２ ２ 又 は 位 置 決 定 孔 ３ ２ ４ の 高 さ が 不 同 な そ れ ぞ れ 外 部 装 置 ３ ０ に 使 用 す る よ う
に す る 。 従 っ て 、 電 子 装 置 １ ０ 又 は 外 部 装 置 ３ ０ の 互 換 性 及 び 使 用 便 利 性 を 向 上 さ せ る こ
と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 一 実 施 形 態 に 係 る コ ネ ク タ を 示 す 立 体 分 解 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 し た コ ネ ク タ の 立 体 分 解 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 コ ネ ク タ の コ ン ト ロ ー ル が 第 一 位 置 に 位 置 し て い る 場 合 の 、 図 １ の Ｉ Ｉ Ｉ － Ｉ Ｉ
Ｉ 線 に 沿 っ た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 コ ネ ク タ の コ ン ト ロ ー ル が 第 二 位 置 に 位 置 し て い る 場 合 の 、 図 １ の Ｉ Ｉ Ｉ － Ｉ Ｉ
Ｉ 線 に 沿 っ た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 コ ネ ク タ の コ ン ト ロ ー ル が 第 三 位 置 に 位 置 し て い る 場 合 の 、 図 １ の Ｉ Ｉ Ｉ － Ｉ Ｉ
Ｉ 線 に 沿 っ た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 二 実 施 形 態 に 係 る コ ネ ク タ の コ ン ト ロ ー ル を 示 す 斜 視 分 解 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 １ に 示 し た コ ネ ク タ を 電 子 装 置 に 使 用 し た 例 を 示 す 立 体 図 あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 １ ０ 　 電 子 装 置
　 １ ２ 　 カ バ ー
　 １ ４ 　 コ ネ ク タ
　 ３ ０ 　 外 部 装 置
　 １ １ ０ 　 基 板
　 １ １ ２ 　 第 一 孔
　 １ １ ４ 　 第 二 孔
　 １ １ ６ 　 柱 体
　 １ ２ ０ 　 接 続 端 子
　 １ ３ ０ 　 位 置 決 定 柱
　 １ ４ ０ 　 第 一 受 動 部
　 １ ４ ２ 　 第 一 圧 接 面
　 １ ４ ４ 　 第 一 ガ イ ド 面
　 １ ６ ０ 　 第 二 受 動 部
　 １ ６ ２ 　 第 二 圧 接 面
　 １ ６ ４ 　 第 二 ガ イ ド 面
　 １ ７ ０ 　 第 一 ス プ リ ン グ
　 １ ８ ０ 　 第 二 ス プ リ ン グ
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　 １ ９ ０ 　 ガ イ ド 柱
　 ２ ０ ０ 　 コ ン ト ロ ー ル
　 ２ ２ ０ 　 連 結 部
　 ４ ２ ２ 　 ガ イ ド 孔
　 ２ ４ ０ 　 第 一 楔 部
　 ２ ４ ２ 　 第 一 支 持 面
　 ２ ４ ４ 　 第 一 斜 面
　 ２ ６ ０ 　 第 二 楔 部
　 ２ ６ ２ 　 第 二 支 持 面
　 ２ ６ ４ 　 第 二 斜 面
　 ２ ８ ０ 　 取 っ 手
　 ３ ２ ０ 　 ベ ー ス
　 ３ ２ ２ 　 ス ロ ッ ト
　 ３ ２ ４ 　 位 置 決 定 柱
　 ４ ０ ０ 　 コ ン ト ロ ー ル
　 ４ ２ ０ 　 連 結 部
　 ４ ４ ０ 　 第 一 楔 部
　 ４ ６ ０ 　 第 二 楔 部
　 ４ ８ ０ 　 取 っ 手
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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